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●人材育成に関する「新時代に相応しい取り組み」を目指して
●ピッチ＆フォーラム『モビリティの未来』 ～オープン・イノベーションへの探求～
●「国土強靱化税制」の整備・創設に向けての要望
●名古屋市・静岡県との懇談会
●Garage Nagoya Topics
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１ 年頭所感
 一般社団法人中部経済連合会　会長　水野　明久

２ 中間報告書

 人材育成に関する「新時代に相応しい取り組み」を目指して 

４ ピッチ＆フォーラム『モビリティの未来』 ～オープン・イノベーションへの探求～
５ 「国土強靱化税制」の整備・創設に向けての要望
６ 名古屋市・静岡県との懇談会
７ Garage Nagoya Topics
10 委員会活動
15 中経連ダイジェスト

16 がんばるＣｈｕｂｕ　ビジネスづくり編
 ＜株式会社エムスクエア・ラボ＞

 静岡発の「やさいバス」が
 日本と世界の農業流通改革に挑む

20 中部だより

 地域にあるものを見つけ、磨く ～地域資源を生かした南伊勢町の取り組み～

22 新入会員紹介　株式会社飯田ケーブルテレビ
23 セントレアからのお知らせ
24 中部圏の景況感の現状と見通し
26 中部圏主要経済指標

新年１月２日、一年の無事と盛業を祈り、烏帽子や直垂に身を包んだ刀匠が奉納の鍛錬を行う「関伝古式日本刀鍛錬
打ち初め式」。かつては鍛錬場ごとに行われていた行事でしたが、1977年から刀剣関係者が一堂に集まり行われる
ようになりました。打ち初め式では、関鍛冶伝承館に併設された鍛錬場で、
関伝日本刀鍛錬技術保存会の刀匠が火入れ式を行い、鍛錬を公開してい
ます。また、鍛錬の同時刻には、関鍛冶伝承館にて研師・鞘師・白銀師など
の技能師が「刀剣研磨外装等技術の仕事始め式」で伝統の技を披露して
います。古式日本刀鍛錬の実演は、２～９・11・12月の第１日曜日、10月の
刃物まつり開催日にも関鍛冶伝承館で一般公開を行っています。
※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、開催中止となる可能性がございます。

関伝古式日本刀鍛錬打ち初め式（岐阜県関市、写真提供：関市観光協会）
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詳しくは関市ホームページ（https://www.city.seki.lg.jp/kanko/0000001575.html）をご確認ください
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